
新
病
院
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　
新
病
院
の
外
観
は
、
島
田
市

の
風
景
で
あ
る
「
大
井
川
の
青
」

「
山
の
緑
」「
茶
畑
の
黄
緑
」「
空

の
水
色
」
な
ど
の
自
然
な
景
色

に
映
え
る
よ
う
モ
ノ
ト
ー
ン
で

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
低

層
部
は
、
水
平
ラ
イ
ン
を
基
調

と
し
、
一
部
に
タ
イ
ル
を
使
用

し
て
、
重
厚
感
の
あ
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
層
部
（
左

写
真
）
は
、
ス
ト
ラ
イ
プ
を
基

調
と
し
、
凹
凸
を
つ
け
る
こ
と

で
陰
影
を
生
み
出
し
、
季
節
・

時
間
に
よ
っ
て
多
様
な
表
情
が

現
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
病
院
の

玄
関
ロ
ー
タ
リ
ー
に
面
し
た
エ

ン

ト

ラ

ン

ス

空

間

（
S
H
I
M
A
D
A
プ
ラ
ザ
）
は

全
面
２
層
の
ガ
ラ
ス
張
り
と
し

た
開
放
感
の
あ
る
明
る
い
空
間

と
な
っ
て
お
り
、
お
茶
や
自
然

を
連
想
さ
せ
る
緑
を
ポ
イ
ン
ト

で
取
り
入
れ
た
ル
ー
バ
ー
（
縦

格
子
）
も
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
島
田
ら
し
さ
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
今
月
中
に
は
、
新
病
院
の
外

観
全
体
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
に

来
ら
れ
た
際
に
は
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
も
注
視
し
な
が
ら
新
病
院

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
市
立
島
田
市
民
病
院
で
は
、
令
和
３
年
５
月
の
新
病
院
開

院
に
向
け
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、外
部
の
仕
上
げ
工
事
が
完
了
し
、新
病
院
棟
を
覆
っ

て
い
た
足
場
の
取
り
外
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
徐
々
に
新
病

院
の
外
観
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
内
部
で
は
、

床
や
壁
、
天
井
な
ど
の
仕
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
建
設
課

新
病
院
建
設
通
信
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新病院、ついにベールを脱ぐ！

新病院建設通信･････････ P1

備蓄食料について考える･･ P2

新型コロナウイルス感染症について･･P2

脳梗塞治療について ･････P3

医師診療表 ･･････････････P4
公式FaceBook
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島 田 市 民 病 院 医 師 診 療 表

（紹介状がない場合は特定初診料が5,500円かかります）★紹介状がなくても受診できる科

★紹介状と初診予約が必要な科

◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
◆最新の診療表は、当院WEBサイトでご確認下さい。

令和２年10月7日現在

電話〈0547〉35－2111㈹
◆診療各科の受付時間は7:30～11:00です。（一部診療科を除く）

◇電話受付時間　午後３時～午後４時４５分（形成外科は午前８時３０分～正午、歯科口腔外科は午後１時から午後４時４５分）

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 中山 織田 加藤 澤田 中島

二診 佐伯 澤田 中島 織田スポーツ外来
三診 中山 佐伯 加藤 佐伯

義肢装具 義肢装具

歯科
口腔外科

午前・一診 田中 田中 田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 廣末 廣末 廣末 廣末 廣末
午後・二診
午前・三診 （蔡）

午後 手術 手術 手術 手術

放射線治療科 午前 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤
午後 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 一診
午前のみ 新患のみ 再診 再診 再診

野垣 柳田 柳田 柳田 柳田
※新患は火曜日のみになります。	

糖尿病・
内分泌内科

午前・初診 成島 坪井 坂本/大石 善當
午前・再診 大石 善當 成島 大石 大石/坪井
午後・再診 善當/坂本 坂本 成島/坪井 大石

神経内科 午前 非常勤 近藤
腎臓内科 午前 鈴木 野垣 久保 野垣 鈴木

呼吸器内科
呼吸器外科

一診 午前 午前 第1･第3･第5 齊藤 午前
非常勤 非常勤 非常勤 非常勤

二診 小林  午前 小林 小林 
三診 齊藤 柴田

四診 午前
齊藤

手術 気管支ファイバー 手術

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科

一診 磯野 上村 植田 野澤 要予約
植田

二診
渡邊

鈴木 惟康
（ﾍﾙﾆｱ専門外来）不定期･要予約

午後 和田 磯野肥満外科外来
三診 板東

（専門外来） 乳腺
13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00
※乳腺外来は初診予約が必要です。詳しくは外科に
　問い合わせ下さい。

形成外科
午前・一診 寺井 三倉 寺井 鈴木 三倉
午前・二診 鈴木

午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科
一診 山形 金城 山内 村田 第1･3･5　10:00～

阪口
二診 平田 山形 浦野

※受付時間は10:00までです。
（専門外来） 血管内治療 ※火曜日と水曜日完全予約制です。詳しくは脳神経外科に

　問い合せ下さい。	

泌尿器科

一診 交替 福澤 福澤 奥野 後藤
二診 後藤 日紫喜 日紫喜

その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術
※初診の方は待ち時間があります。
※受付時間は10:00までです。

皮膚科

一診 兼子 兼子 兼子 兼子 兼子
二診 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野

三診 第１・第3・第5 増井
糟谷

四診 光線 光線 光線 光線 光線
午後 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査

学童専門外来 16:30～17:00 16:30～17:00
※診察は午前のみになります。(午後は手術、病棟業務)
※「学童専門外来」は特定の疾患の方のみが対象となります。

産婦人科

午前・一診 小松 村上 小松 小松 成味

午後・一診 小松 14:00～14:30 小松 小松 14:00～14:30
市検診 市検診

※完全予約制です。詳しくは産婦人科に問い合せ下さい。

耳鼻咽喉科 午前 山河 山河 山河 山河
※診察は午前のみになります。	

眼　　科

午前・一診 曽根 飯田 曽根 飯田 飯田
午前・二診 小原 志水 小原 小原 志水
午後・一診 志水 曽根 志水 志水 曽根

※受付時間は10:00までです。		

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

総合内科 午前･一診 担当 久保

第1･第3･第4・第5

谷尾 鈴木奥田
第2
担当

（専門外来）
午後

物忘れ･初診 第2・第4
鈴木

物忘れ･再診 第1･第3･第5
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合内科に問い合せ下さい。

漢方内科

午前

第1・第3・第5
小野

第2・第4
鈴木

午後 第1・第3・第5
小野

※完全予約制です。詳しくは漢方内科に問い合せ下さい。

消化器内科

一診 松下 渡邉 宇於崎 竹下 花岡
二診 花岡 竹下 金山 渡邉 金山

三診 横田 午前 午後 午後 午後
宇於崎 横田 松下 松下

循環器内科

一診 青山 蔦野 露木 石田 金森

二診

第1

青山 松岡 近藤 （中村）近藤
第2・第4午前

金森

三診 小夫家 不整脈外来
第2・第4午前

（専門外来）
13：30～15：00 ペースメーカー 石田 	※ペースメーカー外来は初診予約が必要です。

　詳しくは循環器内科に問い合わせ下さい。

小児科

一診 武藤 新規相談 武藤 専門 武藤武藤 武藤

二診 和田 専門
那須

専門外来

喘息 神経・発達 神経 発達
那須 那須 武藤 武藤

心臓　第2
こども
※火・木曜日は予約･紹介状が必要です。	
※受付時間は10:00までです。	
※“こども"は県立こども病院からの非常勤医師
　が対応します。	 	 	



卒中センターだより卒中センターだより脳
地
域
で
誇
る

　
　
　脳
梗
塞
治
療
を
！脳卒中センター

脳神経外科
医長　金城　雄太

脳
梗
塞
治
療
の
変
化

　
脳
梗
塞
は
血
栓
と
い
う
血
の
塊
が
脳
の
血
管
に
詰

ま
り
、
脳
の
組
織
を
壊
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
脳

梗
塞
に
な
る
と
症
状
が
進
行
す
る
こ
と
も
多
い
で

す
。

　
脳
梗
塞
の
治
療
は
近
年
も
の
す
ご
く
発
展
し
て
き

て
い
ま
す
。
20
年
く
ら
い
前
ま
で
は
脳
梗
塞
に
な
る

と
薬
で
そ
の
進
行
を
少
し
で
も
防
ぐ
こ
と
く
ら
い
し

か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
２
０
０
５
年
に
詰

ま
っ
た
血
栓
を
溶
か
す

た
め
の
薬
を
静
脈
に
点

滴
す
る
、
血
栓
溶
解
療

法
（
ｔ-

Ｐ
Ａ
療
法
）
と

い
う
画
期
的
な
治
療
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
そ
の
よ
う

な
画
期
的
な
治
療
で

あ
っ
て
も
詰
ま
っ
た
血

栓
を
溶
か
し
て
脳
梗
塞
を
治
す
確
率
（
再
開
通
率
と

い
い
ま
す
）
は
30
％
程
度
と
あ
ま
り
高
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
再
開
通
率
を
あ
げ
る
べ
く
、
２
０
１
０

年
頃
か
ら
ｔ-

Ｐ
Ａ
療
法
に
加
え
て
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

（
血
栓
回
収
術
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
血
栓
回
収
術
）
に
つ
い
て

　
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
血
栓
回
収
術
）
と
は
、
血
管

内
に
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
入
れ
て
血
栓
を

直
接
取
り
除
く
治
療
の
こ
と
で
す
。

　
当
初
は
治
療
に
使
う
器
具
が
ま
だ
未
発
達
で
あ

り
、
な
か
な
か
広
く
普
及
す
る
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
治
療
器
具
の
発
達
に
よ
り
こ
の

数
年
間
で
治
療
成
績
が
非
常
に
よ
く
な
り
、
現
在
こ

の
血
栓
回
収
療
法
は
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
脳
の
大
き
な
血
管
が
血
栓
で
詰
ま
っ
た
場
合
、
症

状
が
出
て
ま
だ
時
間
が
短
い
場
合
な
ど
に
適
応
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
症
状
が
出
て
８
時
間

以
内
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
脳
梗
塞
に
な
っ
た
す
べ
て
の
患
者
さ

ん
に
対
し
て
行
え
る
治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可

能
な
限
り
多
く
の
患
者
さ
ん
で
行
え
る
よ
う
に
当
院

で
は
技
術
の
向
上
と
多
職
種
で
の
受
入
体
制
の
整
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
当
院
に
は
血
栓
回
収
療
法
な
ど
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
を
安
全
に
行
え
る
日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療
学
会

認
定
の
専
門
医
資
格
を
持
つ
脳
神
経
外
科
医
師
が
４

名
い
ま
す
。
医
療
機
関
別
で
見
る
と
、
こ
の
専
門
医

４
名
は
静
岡
県
内
で
最
多
の
人
数
で
あ
り
、
非
常
に

充
実
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
看
護
師
・
放
射
線

技
師
・
救
急
隊
な
ど
の

多
職
種
と
協
力
し
脳
梗

塞
患
者
さ
ん
が
少
し
で

も
早
く
治
療
を
行
え

る
、
よ
り
良
い
体
制
を

今
後
さ
ら
に
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
脳
梗
塞
の
治
療
で
は

時
間
が
非
常
に
重
要
で

す
。
脳
梗
塞
治
療
の
合

言
葉
と
し
て
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ 

ｉ
ｓ 

ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
！

と
い
う
合
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

も
、
脳
梗
塞
を
疑
う
症
状
（
意
識
が
悪
い
、
言
葉
が

出
に
く
い
、
半
身
の
手
足
が
動
か
し
に
く
い
な
ど
）

が
で
た
と
き
に
は
、
様
子
を
見
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に

受
診
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
少
し
で
も

早
い
治
療
が
み
な
さ
ん
の
健
康
に
役
立
ち
ま
す
。

　
我
々
も
皆
さ
ん
に
誇
り
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
様

な
脳
梗
塞
治
療
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

カテーテル治療前

カテーテル治療後

多職種の勉強会

　
地
震
・
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
に

よ
り
、
電
気
や
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
た
場
合
、
患
者

さ
ん
に
対
し
て
も
通
常
の
食
糧
供
給
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
非
常

事
態
に
備
え
、
当
院
で
も
患
者
さ
ん
用

に
備
蓄
食
糧
を
準
備
し
、
病
院
防
災
訓

練
で
炊
き
出
し
用
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
取

り
扱
い
訓
練
を
行
い
万
一
に
備
え
て
い

ま
す
。

　
「
全
員
が
安
全
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
命
を
つ
な
ぐ
食
事
」
と
い

う
考
え
方
を
も
と
に
、
当
院
の
非
常
時
の
献
立
は
、
常
菜
・
軟
菜
食
、

嚥
下
食
、
流
動
食
の
３
種
類
と
し
、
３
日
分
程
度
の
食
糧
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
詰
め
の
飲
料
水
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
食
糧
は
、
調
理
不
要
で
開

封
後
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
用
意
し
、
人
手
が
足
り
な
い
状
況
で

も
患
者
さ
ん
に
食
事
が
提
供
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
起
こ
る
状
況
で
は
、
浸
水
の
可
能
性
を
考

え
る
と
備
蓄
食
糧
を
高
い
位
置
で
保
管
し
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
を
想

定
す
る
と
分
散
配
置
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
備
え
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。
普
段
よ
く
使
い
食
べ
慣

れ
た
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
な
ど
、
保
存
期
間
が
長
い

食
品
を
多
め
に
揃
え
、
消
費
し
た
ら
買

い
足
す
よ
う
に
す
れ
ば
常
時
一
定
量
の

確
保
が
で
き
ま
す
。
加
熱
調
理
が
必
要

な
場
合
の
た
め
に
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

と
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
同
時
備
蓄
な
ど
今
一

度
各
ご
家
庭
の
備
え
を
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

備
蓄
食
糧
に
つ
い
て
考
え
る
栄
養
指
導
室
　山
田
直
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

感
染
制
御
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　総
合
内
科
部
長
　谷
尾
仁
志

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
何
を
し
た

ら
よ
い
で
す
か
？

２
ｍ
以
上
の
身
体
的
距
離
を
お
く

こ
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
石
鹸
と

流
水
で
30
秒
以
上
か
け
て
の
手
洗
い
、
ま

た
は
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
消

毒
、
１
時
間
に
２
回
以
上
の
部
屋
の
換

気
、
毎
日
自
分
の
体
温
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
換
気
は
窓
を
開
け
る

だ
け
で
な
く
換
気
扇
の
活
用
も
良
い
で
す

が
、
エ
ア
コ
ン
は
基
本
的
に
空
気
が
循
環

す
る
だ
け
な
の
で
換
気
の
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
す
る
ま
で
、
医
療
機
関
の
受

診
は
控
え
た
方
が
良
い
で
す
か
？

受
診
が
遅
れ
る
こ
と
で
病
気
が
進

行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

感
染
対
策
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

発
熱
、
咳
や
息
苦
し
さ
、
味
覚
・
嗅
覚
の

異
常
、
流
行
地
に
行
か
れ
た
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
医
療
機
関
に
電
話
で
相
談
し
て
指

示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
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島
田
市
近
隣
の
地
域
は
、
現
時
点
で
は
「
流

行
」
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
不
安
を
抱
か
れ

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
皆
様
が
、
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
で
は
様
々
な
感
染
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
手
指
消
毒
ア

ル
コ
ー
ル
設
置
場
所
の
増
加
、
各
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、
待
合
の
椅

子
の
制
限
（
密
を
避
け
る
）
、
ド
ア
の
開
放
（
換

気
）
、
問
診
に
行
動
歴
を
追
加
、
受
診
時
の
体
温

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
は
原
則
禁
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
入
院
患
者
さ

ん
を
守
る
た
め
に
、
厳
し
い
規
則
と
し
て
お
り
ま

す
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
対
応
は
状
況
に
応
じ
て
変
更
し
ま

す
。
最
新
の
情
報
に

つ
い
て
は
当
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
最
後
に
、
日
頃
寄

せ
ら
れ
る
皆
様
の
疑

問
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

紹
介
し
ま
す
。
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卒中センターだより卒中センターだより脳
地
域
で
誇
る

　
　
　脳
梗
塞
治
療
を
！脳卒中センター

脳神経外科
医長　金城　雄太

脳
梗
塞
治
療
の
変
化

　
脳
梗
塞
は
血
栓
と
い
う
血
の
塊
が
脳
の
血
管
に
詰

ま
り
、
脳
の
組
織
を
壊
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
脳

梗
塞
に
な
る
と
症
状
が
進
行
す
る
こ
と
も
多
い
で

す
。

　
脳
梗
塞
の
治
療
は
近
年
も
の
す
ご
く
発
展
し
て
き

て
い
ま
す
。
20
年
く
ら
い
前
ま
で
は
脳
梗
塞
に
な
る

と
薬
で
そ
の
進
行
を
少
し
で
も
防
ぐ
こ
と
く
ら
い
し

か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
２
０
０
５
年
に
詰

ま
っ
た
血
栓
を
溶
か
す

た
め
の
薬
を
静
脈
に
点

滴
す
る
、
血
栓
溶
解
療

法
（
ｔ-

Ｐ
Ａ
療
法
）
と

い
う
画
期
的
な
治
療
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
そ
の
よ
う

な
画
期
的
な
治
療
で

あ
っ
て
も
詰
ま
っ
た
血

栓
を
溶
か
し
て
脳
梗
塞
を
治
す
確
率
（
再
開
通
率
と

い
い
ま
す
）
は
30
％
程
度
と
あ
ま
り
高
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
再
開
通
率
を
あ
げ
る
べ
く
、
２
０
１
０

年
頃
か
ら
ｔ-

Ｐ
Ａ
療
法
に
加
え
て
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

（
血
栓
回
収
術
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
血
栓
回
収
術
）
に
つ
い
て

　
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
血
栓
回
収
術
）
と
は
、
血
管

内
に
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
入
れ
て
血
栓
を

直
接
取
り
除
く
治
療
の
こ
と
で
す
。

　
当
初
は
治
療
に
使
う
器
具
が
ま
だ
未
発
達
で
あ

り
、
な
か
な
か
広
く
普
及
す
る
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
治
療
器
具
の
発
達
に
よ
り
こ
の

数
年
間
で
治
療
成
績
が
非
常
に
よ
く
な
り
、
現
在
こ

の
血
栓
回
収
療
法
は
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
脳
の
大
き
な
血
管
が
血
栓
で
詰
ま
っ
た
場
合
、
症

状
が
出
て
ま
だ
時
間
が
短
い
場
合
な
ど
に
適
応
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
症
状
が
出
て
８
時
間

以
内
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
脳
梗
塞
に
な
っ
た
す
べ
て
の
患
者
さ

ん
に
対
し
て
行
え
る
治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可

能
な
限
り
多
く
の
患
者
さ
ん
で
行
え
る
よ
う
に
当
院

で
は
技
術
の
向
上
と
多
職
種
で
の
受
入
体
制
の
整
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
当
院
に
は
血
栓
回
収
療
法
な
ど
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
を
安
全
に
行
え
る
日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療
学
会

認
定
の
専
門
医
資
格
を
持
つ
脳
神
経
外
科
医
師
が
４

名
い
ま
す
。
医
療
機
関
別
で
見
る
と
、
こ
の
専
門
医

４
名
は
静
岡
県
内
で
最
多
の
人
数
で
あ
り
、
非
常
に

充
実
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
看
護
師
・
放
射
線

技
師
・
救
急
隊
な
ど
の

多
職
種
と
協
力
し
脳
梗

塞
患
者
さ
ん
が
少
し
で

も
早
く
治
療
を
行
え

る
、
よ
り
良
い
体
制
を

今
後
さ
ら
に
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
脳
梗
塞
の
治
療
で
は

時
間
が
非
常
に
重
要
で

す
。
脳
梗
塞
治
療
の
合

言
葉
と
し
て
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ 

ｉ
ｓ 

ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
！

と
い
う
合
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

も
、
脳
梗
塞
を
疑
う
症
状
（
意
識
が
悪
い
、
言
葉
が

出
に
く
い
、
半
身
の
手
足
が
動
か
し
に
く
い
な
ど
）

が
で
た
と
き
に
は
、
様
子
を
見
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に

受
診
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
少
し
で
も

早
い
治
療
が
み
な
さ
ん
の
健
康
に
役
立
ち
ま
す
。

　
我
々
も
皆
さ
ん
に
誇
り
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
様

な
脳
梗
塞
治
療
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

カテーテル治療前

カテーテル治療後

多職種の勉強会

　
地
震
・
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
に

よ
り
、
電
気
や
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
た
場
合
、
患
者

さ
ん
に
対
し
て
も
通
常
の
食
糧
供
給
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
非
常

事
態
に
備
え
、
当
院
で
も
患
者
さ
ん
用

に
備
蓄
食
糧
を
準
備
し
、
病
院
防
災
訓

練
で
炊
き
出
し
用
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
取

り
扱
い
訓
練
を
行
い
万
一
に
備
え
て
い

ま
す
。

　
「
全
員
が
安
全
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
命
を
つ
な
ぐ
食
事
」
と
い

う
考
え
方
を
も
と
に
、
当
院
の
非
常
時
の
献
立
は
、
常
菜
・
軟
菜
食
、

嚥
下
食
、
流
動
食
の
３
種
類
と
し
、
３
日
分
程
度
の
食
糧
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
詰
め
の
飲
料
水
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
食
糧
は
、
調
理
不
要
で
開

封
後
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
用
意
し
、
人
手
が
足
り
な
い
状
況
で

も
患
者
さ
ん
に
食
事
が
提
供
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
起
こ
る
状
況
で
は
、
浸
水
の
可
能
性
を
考

え
る
と
備
蓄
食
糧
を
高
い
位
置
で
保
管
し
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
を
想

定
す
る
と
分
散
配
置
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
備
え
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。
普
段
よ
く
使
い
食
べ
慣

れ
た
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
な
ど
、
保
存
期
間
が
長
い

食
品
を
多
め
に
揃
え
、
消
費
し
た
ら
買

い
足
す
よ
う
に
す
れ
ば
常
時
一
定
量
の

確
保
が
で
き
ま
す
。
加
熱
調
理
が
必
要

な
場
合
の
た
め
に
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

と
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
同
時
備
蓄
な
ど
今
一

度
各
ご
家
庭
の
備
え
を
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

備
蓄
食
糧
に
つ
い
て
考
え
る
栄
養
指
導
室
　山
田
直
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

感
染
制
御
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　総
合
内
科
部
長
　谷
尾
仁
志

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
何
を
し
た

ら
よ
い
で
す
か
？

２
ｍ
以
上
の
身
体
的
距
離
を
お
く

こ
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
石
鹸
と

流
水
で
30
秒
以
上
か
け
て
の
手
洗
い
、
ま

た
は
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
消

毒
、
１
時
間
に
２
回
以
上
の
部
屋
の
換

気
、
毎
日
自
分
の
体
温
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
換
気
は
窓
を
開
け
る

だ
け
で
な
く
換
気
扇
の
活
用
も
良
い
で
す

が
、
エ
ア
コ
ン
は
基
本
的
に
空
気
が
循
環

す
る
だ
け
な
の
で
換
気
の
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
す
る
ま
で
、
医
療
機
関
の
受

診
は
控
え
た
方
が
良
い
で
す
か
？

受
診
が
遅
れ
る
こ
と
で
病
気
が
進

行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

感
染
対
策
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

発
熱
、
咳
や
息
苦
し
さ
、
味
覚
・
嗅
覚
の

異
常
、
流
行
地
に
行
か
れ
た
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
医
療
機
関
に
電
話
で
相
談
し
て
指

示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
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島
田
市
近
隣
の
地
域
は
、
現
時
点
で
は
「
流

行
」
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
不
安
を
抱
か
れ

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
皆
様
が
、
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
で
は
様
々
な
感
染
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
手
指
消
毒
ア

ル
コ
ー
ル
設
置
場
所
の
増
加
、
各
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、
待
合
の
椅

子
の
制
限
（
密
を
避
け
る
）
、
ド
ア
の
開
放
（
換

気
）
、
問
診
に
行
動
歴
を
追
加
、
受
診
時
の
体
温

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
は
原
則
禁
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
入
院
患
者
さ

ん
を
守
る
た
め
に
、
厳
し
い
規
則
と
し
て
お
り
ま

す
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
対
応
は
状
況
に
応
じ
て
変
更
し
ま

す
。
最
新
の
情
報
に

つ
い
て
は
当
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
最
後
に
、
日
頃
寄

せ
ら
れ
る
皆
様
の
疑

問
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

紹
介
し
ま
す
。
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新
病
院
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　
新
病
院
の
外
観
は
、
島
田
市

の
風
景
で
あ
る
「
大
井
川
の
青
」

「
山
の
緑
」「
茶
畑
の
黄
緑
」「
空

の
水
色
」
な
ど
の
自
然
な
景
色

に
映
え
る
よ
う
モ
ノ
ト
ー
ン
で

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
低

層
部
は
、
水
平
ラ
イ
ン
を
基
調

と
し
、
一
部
に
タ
イ
ル
を
使
用

し
て
、
重
厚
感
の
あ
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
層
部
（
左

写
真
）
は
、
ス
ト
ラ
イ
プ
を
基

調
と
し
、
凹
凸
を
つ
け
る
こ
と

で
陰
影
を
生
み
出
し
、
季
節
・

時
間
に
よ
っ
て
多
様
な
表
情
が

現
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
病
院
の

玄
関
ロ
ー
タ
リ
ー
に
面
し
た
エ

ン

ト

ラ

ン

ス

空

間

（
S
H
I
M
A
D
A
プ
ラ
ザ
）
は

全
面
２
層
の
ガ
ラ
ス
張
り
と
し

た
開
放
感
の
あ
る
明
る
い
空
間

と
な
っ
て
お
り
、
お
茶
や
自
然

を
連
想
さ
せ
る
緑
を
ポ
イ
ン
ト

で
取
り
入
れ
た
ル
ー
バ
ー
（
縦

格
子
）
も
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
島
田
ら
し
さ
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
今
月
中
に
は
、
新
病
院
の
外

観
全
体
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
に

来
ら
れ
た
際
に
は
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
も
注
視
し
な
が
ら
新
病
院

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
市
立
島
田
市
民
病
院
で
は
、
令
和
３
年
５
月
の
新
病
院
開

院
に
向
け
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、外
部
の
仕
上
げ
工
事
が
完
了
し
、新
病
院
棟
を
覆
っ

て
い
た
足
場
の
取
り
外
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
徐
々
に
新
病

院
の
外
観
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
内
部
で
は
、

床
や
壁
、
天
井
な
ど
の
仕
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
建
設
課

新
病
院
建
設
通
信
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新病院、ついにベールを脱ぐ！

新病院建設通信･････････ P1

備蓄食料について考える･･ P2

新型コロナウイルス感染症について･･P2

脳梗塞治療について ･････P3

医師診療表 ･･････････････P4
公式FaceBook

公式ウェブサイト

（１） ちょうしんき

第 ６８ 号

第68号 （４）ちょうしんき第68号

令和２年10月15日
市立島田市民病院
事業管理者　　　
　　　　青山　武
広 報 委 員 会

〈発　行〉

〈 編 集 〉

島 田 市 民 病 院 医 師 診 療 表

（紹介状がない場合は特定初診料が5,500円かかります）★紹介状がなくても受診できる科

★紹介状と初診予約が必要な科

◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。
◆最新の診療表は、当院WEBサイトでご確認下さい。

令和２年10月7日現在

電話〈0547〉35－2111㈹
◆診療各科の受付時間は7:30～11:00です。（一部診療科を除く）

◇電話受付時間　午後３時～午後４時４５分（形成外科は午前８時３０分～正午、歯科口腔外科は午後１時から午後４時４５分）

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 中山 織田 加藤 澤田 中島

二診 佐伯 澤田 中島 織田スポーツ外来
三診 中山 佐伯 加藤 佐伯

義肢装具 義肢装具

歯科
口腔外科

午前・一診 田中 田中 田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 廣末 廣末 廣末 廣末 廣末
午後・二診
午前・三診 （蔡）

午後 手術 手術 手術 手術

放射線治療科 午前 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤
午後 齋藤 齋藤 齋藤 齋藤

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 一診
午前のみ 新患のみ 再診 再診 再診

野垣 柳田 柳田 柳田 柳田
※新患は火曜日のみになります。	

糖尿病・
内分泌内科

午前・初診 成島 坪井 坂本/大石 善當
午前・再診 大石 善當 成島 大石 大石/坪井
午後・再診 善當/坂本 坂本 成島/坪井 大石

神経内科 午前 非常勤 近藤
腎臓内科 午前 鈴木 野垣 久保 野垣 鈴木

呼吸器内科
呼吸器外科

一診 午前 午前 第1･第3･第5 齊藤 午前
非常勤 非常勤 非常勤 非常勤

二診 小林  午前 小林 小林 
三診 齊藤 柴田

四診 午前
齊藤

手術 気管支ファイバー 手術

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科

一診 磯野 上村 植田 野澤 要予約
植田

二診
渡邊

鈴木 惟康
（ﾍﾙﾆｱ専門外来）不定期･要予約

午後 和田 磯野肥満外科外来
三診 板東

（専門外来） 乳腺
13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00 13:30～14:00
※乳腺外来は初診予約が必要です。詳しくは外科に
　問い合わせ下さい。

形成外科
午前・一診 寺井 三倉 寺井 鈴木 三倉
午前・二診 鈴木

午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科
一診 山形 金城 山内 村田 第1･3･5　10:00～

阪口
二診 平田 山形 浦野

※受付時間は10:00までです。
（専門外来） 血管内治療 ※火曜日と水曜日完全予約制です。詳しくは脳神経外科に

　問い合せ下さい。	

泌尿器科

一診 交替 福澤 福澤 奥野 後藤
二診 後藤 日紫喜 日紫喜

その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術
※初診の方は待ち時間があります。
※受付時間は10:00までです。

皮膚科

一診 兼子 兼子 兼子 兼子 兼子
二診 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野 喜多野

三診 第１・第3・第5 増井
糟谷

四診 光線 光線 光線 光線 光線
午後 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査 手術・検査

学童専門外来 16:30～17:00 16:30～17:00
※診察は午前のみになります。(午後は手術、病棟業務)
※「学童専門外来」は特定の疾患の方のみが対象となります。

産婦人科

午前・一診 小松 村上 小松 小松 成味

午後・一診 小松 14:00～14:30 小松 小松 14:00～14:30
市検診 市検診

※完全予約制です。詳しくは産婦人科に問い合せ下さい。

耳鼻咽喉科 午前 山河 山河 山河 山河
※診察は午前のみになります。	

眼　　科

午前・一診 曽根 飯田 曽根 飯田 飯田
午前・二診 小原 志水 小原 小原 志水
午後・一診 志水 曽根 志水 志水 曽根

※受付時間は10:00までです。		

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

総合内科 午前･一診 担当 久保

第1･第3･第4・第5

谷尾 鈴木奥田
第2
担当

（専門外来）
午後

物忘れ･初診 第2・第4
鈴木

物忘れ･再診 第1･第3･第5
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合内科に問い合せ下さい。

漢方内科

午前

第1・第3・第5
小野

第2・第4
鈴木

午後 第1・第3・第5
小野

※完全予約制です。詳しくは漢方内科に問い合せ下さい。

消化器内科

一診 松下 渡邉 宇於崎 竹下 花岡
二診 花岡 竹下 金山 渡邉 金山

三診 横田 午前 午後 午後 午後
宇於崎 横田 松下 松下

循環器内科

一診 青山 蔦野 露木 石田 金森

二診

第1

青山 松岡 近藤 （中村）近藤
第2・第4午前

金森

三診 小夫家 不整脈外来
第2・第4午前

（専門外来）
13：30～15：00 ペースメーカー 石田 	※ペースメーカー外来は初診予約が必要です。

　詳しくは循環器内科に問い合わせ下さい。

小児科

一診 武藤 新規相談 武藤 専門 武藤武藤 武藤

二診 和田 専門
那須

専門外来

喘息 神経・発達 神経 発達
那須 那須 武藤 武藤

心臓　第2
こども
※火・木曜日は予約･紹介状が必要です。	
※受付時間は10:00までです。	
※“こども"は県立こども病院からの非常勤医師
　が対応します。	 	 	




